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富山大学人間発達科学部紀要　第 13 巻第 1号：27− 38（2018） 学術論文
０．序言
　平成 23 年の教育基本法の改正では，改正前の同
法にはなかった内容がいくつか盛り込まれた。
　前文では「伝承を継承し」という文言，第一章「教
育の目的及び理念」の第２条「教育の目標」の五に
は「伝統と文化を尊重し，それらをはぐくんできた
我が国と郷土を愛するとともに，他国を尊重し，国
際社会の平和と発展に寄与する態度を養うこと」と
ある。音楽においてこれらを実現するには，表現及
び鑑賞の教材にわが国・郷土の伝統音楽をとり入れ
てゆくようにしなければならない。これについて，
諸外国の学校の音楽の授業での内容・方法の中には，
わが国の音楽教育に伝統音楽を採り入れてゆく際に
学ぶべきものが数多くあるものと考える。今回の研
究ではモンゴル国の小学校に着目した。モンゴル国
に着目したのは後述のとおり，1980 年代以後の社
会的背景の激変とそれに伴う人々の価値観の変化，
それらが教育に与えた影響がわが国のそれとよく
似ているからである。また本研究は 2014 年からの
モンゴル国における実地調査の継続研究であるが，
2014 ～ 2017 年の実地調査（*1）では主として授業
内容・方法の調査研究，今回は教科書の内容からの
分析研究である（参考資料（１））。
　尚，「モンゴル」という言葉は本来，民族の名称
であり，国名としてはモンゴル国（Монгол 
Улс，モンゴル　オルス）が正しい言い方である
が，本稿ではとくに混同を避ける必要がない限り，
民族名も国名も「モンゴル」と記す。
１．モンゴルの小学校音楽教育を取り巻く状況
　モンゴルに限ったことではないが，その国・地域
の民族音楽・芸術音楽，教育は社会的背景を切り離
しては考えられない。ここでは最初に現在のモンゴ
ルの学校教育が成立した過程を考察する。
１）地理的・歴史的・社会的側面から
　モンゴルはユーラシア大陸のほぼ中ほどに位置す
る。北はロシア，東・南は中国，西はカザフスタン
に囲まれた内陸国である（付録図１）（*2）。国土の
面積は 156 万㎢に及ぶがその 5 分の 4 は草原ステッ
プである。現在の主たる産業は鉱業と広大な草原ス
テップを牧草地として活用する牧畜業である。チン
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ギス・カーンが築いたモンゴル帝国は現在のロシア
の南半分，東ヨーロッパの一部，中国のほぼ全土，
朝鮮半島全域を含む広大なものだったが，1600 年
頃にモンゴル帝国が没落した後は，1921 年までは
中国による支配が続く。その後 1921 ～ 1924 年の混
乱期を経て，1924 年には旧ソビエト連邦の支援を
受けて中国支配から脱却，国名も「モンゴル人民共
和国」（*3）とする。しかし 1992 年には再び民主化
運動が起こり，旧ソ連の支配を排し，社会主義を捨
て資本主義への道を辿ることになり国名も「モンゴ
ル国」とする。
　現在のモンゴルは県制（Аймаг，アイマク）
がとられているが，Аймагとは元々遊牧民の部
族のことであり現在でも遊牧民族単位の結束が重要
な意味をもっていることがうかがえる (*4)。現在モ
ンゴルが抱える問題のひとつに貧富の差の拡大があ
る。これは資本主義への道を進み始めたとき，急速
に市場経済化を進めるため教育・福祉予算を大幅に
削減したこと（参考文献（3））による。また全人口
約 318 万人のうち半数近くの 146 万人が首都ウラン
バートルに居住し首都への人口集中化が極端になっ
ている（表 1）。
２）モンゴルの学校教育をめぐる問題点から
　このようにモンゴルは最近１世紀の間に，中国支
配から旧ソ連支配による社会主義国家，そして現在
の資本主義国家へと，社会の仕組みが大きな変遷を
遂げることが２回もあった。そして 1992 年の改革
は民主化というより資本主義化という点に重点が置
かれたため，その後のモンゴル国内では急激な市場
経済化が進み，都市部とそれ以外の地域における生
活水準，人々が享受する情報量の格差，貧富の差が
拡大した。この問題はモンゴル国の学校教育にもさ
まざまな形で影を落としている。現在モンゴルの学
校教育での最大の問題点のひとつは首都ウランバー
トルとその近辺の学校と郊外・地方の学校における
水準の格差である。これは学校の設備面，教育内容
どちらにも現れている。音楽を例にとれば首都近辺
の学校では，音楽のための施設も設備も充実してい
るのに対し，郊外の学校では音楽の授業が行なえる
教室も教師が使用する電子ピアノなどの設備もな
い。音楽だけの問題ではなく町には「学校」という
建物は 1 つしかなく（図 1），午前中，午後の時間
帯区分で小学校・中学校・高等学校が交代で校舎を
使うという運用がなされている（地域によっては小・
中・高の区分なく午前・午後の 2 部制をとっている
学校もある）。これはモンゴル人民共和国時代は旧
ソ連に合わせて義務教育が 10 年だったのが，モン
ゴル国となってからは 12 年となったため，学校の
建設が追いつかなくなったことによる。（それだけ
教育予算が削られているということである）その
結果，小学生の子供が体格に合わないサイズの机・
椅子を使用するなどの弊害も起こる（図 2）。ただ，
この 1 つの校舎（学校）を複数校種で共用したり 2
部制をとるのは郊外だけではなく，公立学校なら首
都ウランバートルでも見受けられる（*5）。
表1．モンゴル主要都市の人口（2012年、推計）
図1．1つの校舎を小・中学校・高等学校で共用
図2．高校生用の机・椅子で授業を受ける小学生
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　また地理的に北はロシア，南は中国，西はカザフ
スタンと陸続きであるため，モンゴル国内にはモン
ゴル人の他，中国人，ロシア人など様々な国籍・民
族の人々が居住する。学校もモンゴル人の子供だけ
でなく家に帰れば両親との会話に使用する言語は中
国語，ロシア語，カザフ語という子供もいる（*6）。
３）現在のモンゴルの学校教育
　現在のモンゴルの学校教育では「愛国心を持ち，
生活の知恵に学んだ国民を作り上げることを目的と
した“正しいモンゴルの子ども”プログラムの実施」
が行われている（参考資料（2））。これは上記のよ
うにこの 1 世紀ほどの間に，政権（支配者）が交代
したために社会主義から資本主義へと国が大きく転
換してゆく中で，人々の生活・価値観，産業・文化
などに大きな変化があり，国がある程度の舵取りを
しなければならなくなったことが根底にあると思わ
れる（社会の体制は資本主義をとりながらも科学技
術の成果や物流については今も尚，中国・ロシアに
頼らざるを得ない一面もある）。
４）日本との比較と研究動機
　転じて日本を見てみると他国の支配を受けたり，
経済の仕組みが大きく転換するようなことはなかっ
たものの（*7），学校教育を学習指導要領の変遷か
らみても昭和 46 年の「現代化カリキュラム」，昭和
55 年の「ゆとりカリキュラム」，そして平成 23 年
の脱ゆとり教育，とその時代ごとの社会的背景，科
学技術の発達による生活・価値観の変化が学校教育
にも大きく影響したことは否定できない。日本の教
育基本法では”正しい日本の子ども”という文言は
含まれていないものの，平成 23 年の改正では「伝
統を継承し」「伝統と文化を尊重し，それらをはぐ
くんできた我が国と郷土を愛する」という表現が
入ってきている。このあたりの事情がモンゴルと大
変よく似ていると考え，モンゴルの学校教育の中に
日本が学ぶべきことはないものかという調査・研究
を行なうに至った。
３．研究の方法
　モンゴル国小学校 3 年生の「音楽」の教科書の内
容分析と授業の実際からモンゴルの小学校「音楽」
において民謡・民族音楽的要素がどのように取り入
れられているか調べる（参考資料（1））。
　3 年生に焦点を当てたのは，モンゴル国の小学校
「音楽」の教科書では，1 ～ 2 年生までは遊戯的な
ものの中で音楽の拍・拍子・リズムを教えるような
内容が半分以上であり，教科書の内容が日本の小学
校音楽でいう「歌唱」が中心になってくるのが 3 年
生からであること，また，2014 年のモンゴル国で
の調査の際，参観を許可されたのが小学校 3 年生の
「音楽」の授業が中心であり，このときの調査内容
を加えて考察することにより，研究としての一貫性
を持たせられると考えたからである。
４．授業の実際についての調査に訪問した学校
（1）トゥブ県ズンモド（カタカナではゾーンモド
と表記されることもある）町の学校（2014年 9
月 3～ 4日）
　 正 式 名 称 は Khumuun complex ^ laboratory 
school by Ministry of education in Zuunmod 
named of Mongolianhonored teacher J.Namsr で
あるが，一般的には「ズンモドの学校」と呼ばれて
いる。名称からわかるとおりモンゴル国文部省によ
る実験校である。
　ズンモドは首都ウランバートルから南へ 20km ほ
どの位置にありトゥブ県の県庁舎がある町である
（付録図 2 参照）。校舎は小学校・中学校・高等学校
と 3 つあるが，実際には小学校の授業が高等学校で
行なわれたりするなど柔軟な運用がなされている。
（2）トゥブ県ボラノール村の学校（2014 年 9月
5日）
　ボラノールは首都より北へ 50km ほどに位置し
（付録図２参照），同じトゥブ県でもズンモド町に比
べて町づくり，生活の利便性などではかなり遅れを
とっている。学校は村に 1 つだけある校舎を小学校・
中学校・高等学校で共用している。学校の呼称は「ボ
ラノールの学校」である。
　この２校での調査については，富山大学人間発達
科学部紀要第９巻第２号（*10）で発表済である。
（3）ウランバートル第28学校（2016年9月15日，
2017年 9月 23日）
　ウランバートル市街地に位置する。学校名が連番
になっていることから旧ソ連支配時代に建てられた
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学校であると思われる。音楽関係の設備も音楽室の
他に子供たちの発表やダンスの練習に使用できる小
ホールを備えている。部活動に民族音楽・民族舞踊
をやる部があり，自国の伝統文化継承にも熱心な学
校である。
（4）ドルノド県第 12 学校（2016 年 9 月 9 日，
2017年 9月 25日）
　首都ウランバートルから北東へ 600km ほどに位
置するドルノド県は北側はロシア，東側は中国内モ
ンゴル自治区に接する（付録図 3）。居住者もモン
ゴル人の他，ロシア人，中国人も多い地域である
（*8）。県庁所在地はチョイバルサン市。旧ソ連支配
時代には経済的にたいへん潤った町だが，ロシア人
が引き上げた跡はいまだに荒れ地のままになってい
る箇所も多い。
　この学校はドルノド県の音楽教育推進校であるた
めか音楽教育（音楽活動）のための設備も充実して
いる。
　この 2 校での調査については，富山大学人間発達
科学部紀要第 11 巻第 3 号（*11）で発表済である。
（5）ドルノド県第5学校（2017年 9月 26日）
　上記第 12 学校と同じチョイバルサン市にある。
ここでは音楽教育関連の調査は行なわなかったが，
学校の中にある民族資料室（図 4）を見学できた。
民族楽器，民族衣装，伝統的な子供の玩具などが保
管されていて，教科に関係なく使用できるように
なっている。全教科で自国の伝統文化継承に力を入
れていることが伺える。
５．モンゴル小学校音楽の歌唱教材にみる民族
音楽的要素～旋律を創り出す音階に着目して
　本研究では教科書に掲載されている教材曲のう
ち，民族音楽的要素が強いものを抽出した。今回は
とくに歌唱教材に焦点を当てた。掲載されている楽
曲のうち楽譜が単旋律で書かれていてモンゴル語の
歌詞がつけられているものを歌唱教材と考えた。ま
た本研究では民族音楽的要素を音階に限定して考え
た。モンゴル民謡，オルティンドー（*9）などの伝
統的歌唱曲によく見られる音階は（西洋音楽風にい
えば）ドレミファソラシドの 4 番目と 7 番目の音が
ないヨナ抜き音階，ラシドレミファソラの 2 番目と
6 番目の音がない（ニロ抜き音階）である（図 5）。
モンゴルでは伝統的歌唱曲の他，わらべ歌，小唄（ボ
ギンドー），ポップスなどにもよく顕れる音階であ
る。
　そこで小学校 3 年生用の音楽教科書に掲載されて
いる歌唱教材曲のうち何曲がこれらの音階に基づい
た旋律をもつかを調べた（付録図 4）。
◎は完全にヨナ抜き音階で作られている曲，
●は完全にニロ抜き音階で作られている曲，
△▲は完全なヨナ抜き，ニロ抜き音階ではないが，
音階外の音は一時的に経過するスペア的な音（倚音・
経過音・刺繍音など）とみなせるもの
×は完全に西洋音階（長調／短調）の曲である。
　3 年生教科書の場合，歌唱教材は 17 曲中 15 曲
（89％）がヨナ抜きまたはニロ抜き音階で作られて
いるものである。
　付録図 5 ～ 8 に 3 年生教科書に掲載されている歌
唱教材曲の実例を示す。
　同様に４年生の歌唱教材曲を音階について調べた
ものが付録図 9 である。4 年生では全 17 曲中 8 曲
（41％）がヨナ抜き音階でできている曲，△▲を含図4．学校内にある民族資料室
図5．ヨナ抜き音階とニロ抜き音階
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めると全 17 曲中 13 曲（76％）がヨナ抜きまたはニ
ロ抜き音階でできている曲である。付録図 10 ～ 12
に 4 年生教科書に掲載されている歌唱教材曲の実例
を示す。
６．授業方法で着目した点
（1）身体表現
　3 年生の教科書に掲載されているトゥクルー（付
録図 8）は，歌いながらの踊りの振り付けが掲載さ
れているが，この曲だけでなく教科書中の曲には
歌いながら踊ることが前提になっているものが多
い。実際に舞踊から音楽へと入る授業を行なう教師
もいる（*10）。踊り歌以外でも小学校 3 年生くらい
の授業では鑑賞でも身体表現（リズムに合わせての
身体反応ではなく聴いた音楽から感じ取れたことを
即興的に表現するなど）を積極的に採り入れている
（*11）。
（2）（1）と共通する点があるが，視覚的・直感的な
教授方法がとられることが多い（とくに西洋音階を
教えるとき）（図６）（*10）（*11）。ただ授業での音
楽や全校生徒による音楽的活動（図 7）では全員の
動きやノリを合わせることは強制していない。これ
は多民族が一堂に会して行なう音楽的表現では無理
なことである。
７．結語
　モンゴルでは「正しいモンゴルの子供育成」に音
楽科教育ができることとして，モンゴルの伝統的歌
唱に顕れる音階に耳を馴らし，かつモンゴル語があ
まり理解できない子どもには，教師が様々な工夫を
して「目で見てわかる音楽の授業」を心がけている。
しかし子どもひとりひとりが持つ音楽的個性（民族
の違いによるものなど）は大切にしている。かって
モンゴル帝国を築いたテムジン（チンギス・カーン）
の施策に，併合した地域についてはそれまでの慣習・
信仰はこれを認めるというものがあった。それは今
も，モンゴルの学校教育では生きているのだろうか。
　日本にも現在はいろいろな国籍・民族の人々が住
むようになった。それらの人々の子供たちが日本の
学校に入学するようになったとき，モンゴルの音楽
教育に学ぶべきことは多々ある，と考える。それは
日本の小学校の教科書も民謡・わらべ歌を中心にし
ようというレベルのことではなく，長い将来に渡り，
日本で生きてゆく他国籍・他民族の子どもたちに，
彼らの言語・文化・音楽を尊重しつつ日本語・日本
文化・日本の音楽をいかに教えてゆくのかという課
題に真摯に向き合うことである。
８．本研究の今後の課題
　本調査ではモンゴルの小学校第 3・4 学年音楽教
科書の内容にモンゴル民族音楽に多くみられるヨナ
抜き・ニロ抜き音階がどれくらい含まれているかの
分析と授業の実際からの考察を行なった。今後はこ
の手法により，モンゴル小学校全学年の音楽の授業
の内容・方法についての分析を行い，日本の小学校
の音楽の授業において伝統音楽を教材として採り入
れる際の内容・方法について研究を進めてゆく予定
である。
　また本研究の大前提となるモンゴル民族音楽につ
いては今のところ極東地域のものしか収集していな
い。今後は南部草原地帯や西のカザフ人居住地域の
音楽も取集・研究を進める所存である。
図6．指を使って西洋音階を教える
図7．全校生徒による音楽活動
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本国憲法，その下に生まれた教育基本法はＧＨＱ
の指導によるものなので，全く他国の支配を受け
たことがないわけではない。
*8）モンゴル人にしてもハルハ族の他，ロシア系モ
ンゴル民族のブリヤート族，中国系モンゴル民族
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*9）モンゴルの伝統的な歌唱のひとつで単旋律の歌
のメロディーを単旋律楽器で追って演奏するとい
う特徴がある。日本の追分や馬子唄とよく似てい
る。
*10）石井哲夫（2015）モンゴル国小学校における
音楽の授業（富山大学人間発達科学部紀要第 9 巻
第 2 号 147-149 頁）
*11）石井哲夫（2017）モンゴル国小学校における
音楽の授業（2）（富山大学人間発達科学部紀要第
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付録図1　モンゴル位置（Google 地図より、描き込みは筆者）
付録（サイズの関係で本文中に挿入できなかった図表、紙面の都合上、本文での順と異なります）
付録図2　ウランバートル近辺（Google 地図より、描き込みは筆者）
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付録図3　チョイバルサン位置（Google 地図より、描き込みは筆者）
付録図4　歌唱教材曲（３年生音楽教科書）
モンゴル国小学校における音楽教育
― 35 ―
付録図5　金のような本が子供たちを迎えに来た（３年生音楽教科書より）
付録図6　タイトル不明（モンゴル民謡？、3年生音楽教科書より）
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付録図7　勝利（３年生音楽教科書より）
付録図8　トゥクルー（３年生音楽教科書より）
トゥクルーはツルに似た鳥
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付録図9　歌唱教材曲（４年生音楽教科書）
付録図10　モンゴル国歌（４年生音楽教科書より）
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付録図11　アジアの家族（ヨナ抜き音階による曲の例、４年生音楽教科書より）
付録図12　無料ストア？（ニロ抜き音階による曲の例、４年生音楽教科書より）
